
芳ニ巻分ニ号

(F e b. 1 9 5 8) 

附着生物特輯号

ー一目 次一一

1. 32年度真珠の集荷販売状況について 安田勝己 … 1

2 海中における附着生物の生態 河原辰夫 ..4 

3 真珠の品質に及ぼす貝掃除の効果 山口一登... 8 

4. 附着生物に対する考え方 白井得平 …12

5・ 真珠養殖漁場の海況に関するこ、三の考察 福 本 洋 一17
6. 真珠の巻きについて

真珠はと・~'l.，程巻いたらよいものでせ うかー阿山多喜也 ・ . 26

資料

真珠抄 録 (1)附着生物について 白井符平 …28

グラフ教室 (!i附着物、貝掃除について 38 

グラフ教室 (2.)27年度以降の輸出検査実績 41 

英虞湾、五ケ所湾海ー兄cl2月) 三重県水産試験場

7. 会 報 ー...…・ー・- ……… ……・・・・・・・・・・ ・…-…… ......43 

8 雑 報 一一........… ....・ H ・-……・….....…・…・ …・・ ・…… ..45

真珠研究会伊勢部会



32年度真珠の集荷販売状況について※

安 国 日穿 己

(全忠実珠号室獄漁業協同組合常任監事)

本組合が京珠市価の安定と生産者の経済的基盤の確立を目標として、共同販

売を実施してまいりまして以来、丁度本年で3年目であります。

俗に石の上にも 3i:1三と lやしますが大体色々な事も 3年苦難の時代を経過する

と、戎程度安定して来るもの L様で、本総合の共同販売も従来の入札による

託販売から無条件委託、共同計算による共同販売と云ふ誠に理解し難い制度へ

の移行は全く劃期的転換とも云うべきで、これが具体化の為の運動推進、金融

、事務処恕等全く役職員方々の御苦労は大変だった事と存じます。

幸いその苦労が報いられ、共同販売の基礎も匹lり、集荷、販売南西に尚未解

決の問題を内包して居ると云うもの L、l格順調に経過、共同販売の目標である

市価の安定と、生嘩者・の経済的地位の向上に貢献しつ Lあります事は誠に同慶

の至りであります。

然レ決して現肢を以って満足すべきでなく、更に今日業界が当面して居る

問題を解決し、共同販売の理想を実現する為に一層堅い結束と協力が必要であ

るのであります。

その意味からこの機会に32I:!三度の集荷並に販売の実績を報告し、これを皆様

と共に検討する事は今後の発展の為決して無意味ではないと考えるのでありま

す。以下示しました数字は 1月31日現在に於ける組合の集荷販売の実績であり

ます。

第 l表 が示す通り 31年度は一般的な経済の好況に支えられ、真珠価格も

高く哀珠も好況に恵まれ、組合の集荷も 2，000〆を越える数字を示し(総浜揚

数量の30.3%)、共販2年目としては可成榎秀な成績を挙げたと云えるのであ

ります。

処が32年度に入りますと、全く様子が異り、莫珠価格も昨年に比L割安であ

り、浜揚の実績そのものが予想、に反し恋く、その上かて i加へて、金融引締か

ら来る資金繰の悪化と云う主体的並に客観的条件の変化が業界全般を気重い/状

態に置き、築荷成績も本年度集荷見込を加え約1，600〆(総浜揚数量の32%)

で、前年との比較に於て約400〆の減少(総浜揚数量との比率に於て僅かに増加)

を示し、共販 2年目より低調と云う芳しくない

※ 1月研究発表会講演
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数字を第2表で示して居ります。

昭和 32年度集荷販売実績

(第 l表) 集荷 7回入札 4回

設①研究会発表の数字を最近のものに訂正。
①残品896〆の内約600〆は既に売約済。
①切捨の関係で下位の数字に多少不符合あり。

(第2表)

年 度|全国浜霊|組合集萱|同比率[匁諮問主j匁当平均単i対 比
|数 量1数 量 1IHJ J.-L C'1'" Ilfilli(評価額)1価(販売額)I 

30年 5.60C刊1.151什 20.6%11 5 3 C円 587円1 +11.0% 

31年 6.600 1 2. 052 1 31. 3 1I 6 0 8 1 6 4 6 1 + 10. 6 

32年見込 1 4. 950 1 1. 636 1 30.3 11 544 1 6 26 +11.4 ¥ 

註 32年度浜揚数量見込は県庁水産課による。

これでは共販3年目で 3年生に進級した答にか Lわらず、 2年生の成績しか

取れなかったと云う訳であります。これには色々理由が付けられるでしょう。

日く「組合の評価が安い」、「精算が何時されるかわからない」等々成程個々の

取引に於て多少の高低はあろうし、共同計算の建前から販売が終ってからでな

ければ精算出来ないのは当然であります。
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しこ.¥.2、3fJ三この制度の実施により市価も安定し、第2表に示す如く販売

匁当単価(販売総額、を総数量で除した単純な平均で、適正なj単価ではないが大

体の傾向把怪の参考にはなる)32::it三度は 626円で、 31年の646円に比し多少低下

したが、 30年の 587円と比11設すれ可成の単価と云えるのであり、出荷代会の回

収にも何等不安もなく、 80%は評価決定と同時に現金支払が受けられ、精算:が

遅れると去うもの L、それは僅か残りの 20%プラスアルフアーの問題で、(こ

のわり字の時期を早める為組合はあらゆる努力を続けつ Lある)、更に共販の御

蔭で生産資金の融資も受けられると云ふ不IJ点を考へると、これ等の理由は全く

玉虫外の盟で、何より共販活動に射する組合員の理解と協力の之しさに依るもの

と思うのであります。

今一つの問題は生資金と集荷との関連であります。組合は組合への出荷を

促進する意味等から、その1-1¥符を引当に生産資金を融資したにか Lわらず、出

荷について組合に協力しない又例え出荷するにしても、極めておざなりの協力

で出荷もスソ珠のみを出荷されては、全くこの資金の意味がなくなり、組合と

して償還財源の確保にも事故く結果となり、組合の運営に少からざる

与える事になる訳であります。

一面販売聞はどうかと中しますと、 31年度に比較し必ずしも好調なスベリ 出

しと云-えないのであります。尤もこれには金融引締による大手賞受人である加

工業者の資金繰に:=!t1sく買控が最大の原因ではありますが、その背後にあるもの

は、品不足が魅力のある品の不足となり、買手の購買意、慾を低下させて居る事

も見逃せない事実であります。

無論販売については組合に於て入札会の運営、その他示談売り等最善の努力

を続けて行く訳でありますが、それには買手の希望を満すにけの数量なり品質

のものが揃ってこそ、入札会が繁栄し販売成績も上り、この事が市イ屈を安定せ

しめ業界全体を明るくし、最終的には組合員各自の経営と経済を安定せしめる

大きな要素となる訳であります。

尤も組合としても共奴):1J~念のみを組合員に押し付けるのではなく、集荷につ

いても組合員の要請に応えて、仮j度率の引上に関し、農中と交渉=したり、販売

についてもこれを促進する為長期サイトの販売を計画する等、色々努力し、在

庫を少くすると共に精算時期を平める為の努力は致して居るのでありますが、

これ等の問題に関し農中との交j少についても、集荷成績がifl年向上して居る

のであれば交渉も進め易いし、販売もスムースに行われて居れば多少のストッ

クが生じても何んとか金融措置により精算の時期を平める事も可能であるが、

何としても一番重要な集荷が言十函連り行かない事は、あらゆる意味に於て致命

的である訳であります。

若し組合員の中に、自分l人位組合に協力しなくてもと云ふ組合員があれば蟻
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の穴から提防が決潰する様に、 l人l人の非協力が全体の運動を揺す結果になる

のであります。目先の利益にまどわされる事なく、皆んなが力を合わせ、組合運

動を守り立て最終的目的でjOる供給独占体制を形成してこそ、この事業を永く

安定せしめる一番の近路である事を御考へ願い、今後の出荷について一層の努

力を御願いしたいのであります。

海中における附着生物の生態※

河 原 民 夫

(三重県立大学水産学部)

1.間着生物とは...・H ・-…..

附着-生物の研究はこれまで船底汚損の問題と関連して進められて来たのであ

るが、船の底などを汚す生物は汚損生物と呼ばれているO その中には闘い基盤

に自分の身体を附蒼させて一生を通じて文字通りに座食するもの L外に、種々

の程度の移動能力をもったものが含まれており、それらを仮に分類して見ると

次のようになる。

(国蒼生物) 例 カキ、ブジツボ、コケムジ、緑藻、褐藻、紅藻、珪藻のー

部。

〈定着生物) 例 イガイ、アコヤガイ、イソギンナヤク、珪藻の一部。

(節句生物) 例 クズムν、クミワν、エビ、カニ、ワニ、ある種の珪言語。

(遊泳動物) 例 νマハゼ、ナベカ、ギシポ。

この場合における移動能力の程度は漸進的に変っているゆえ、どこまでを附

着生物と呼ぶか、その限界をはっきり定めることが困難であるが、こ Lでは固

着生物を主として、それに定着生物のうちの比較的に移動の困i目立なものを加え

てそう呼ぶことにする。アコヤガイは丁度この場合の限界点に来るが、便宜上

一緒に含めて取扱っていきたい。

2.附着生物の種類とその性質の多様さ

附着生物の種類を調べた主な業績としては次のようなものがある。

これらは取扱いの範囲がいろいろな意味でまちまちであって、直ちに相互を

比較することはできないが、そこに挙げられている種類については参考になる

栄1958年2月15日受理
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ことが多い。

研 ;i';; 者 場 所 植物 i 動物

Visscher (1927) 米、大西洋岸 1 6 65 
Orton (1930) 英、プリマス 4 62 
Coe & Allen (1937) 米、太平洋岸 75 83 
乱1iyazaki (1938) 神奈川県、金沢湾 2 9 7 0 

このような附蒼生物を分類して見ると次のようになる。

(l)植物

(珪謀類) 例 リクモホラ、メロνラ、ナピクラ。

計

8 1種

66種

158種

9 9種

(緑藻類) 例 アオノリ、ヒトエグナ、アナアオナ、ホソジユズモ、ミノレ。

(褐漆類) 例 乙/オミドロ、フクロノリ、カゴメノリ、カヤモノリ、ケクノレ

ジグナ。

(紅藻類) 例 イギス、ワツナギソワ、オゴノリ、ムカデノ ')0

(2) 動物

(原生動物) 例 ツリガネムν、ハリヤマスイクダムν。

(海綿動物)

石j天海綿類例クツボカイメンO

非石灰海綿類例 イソカイメン。

(腔腸動物) ヒドロ虫類

無鞘類似j ベニクダクミヒドラ。

有鞘類例オベリア、クリチア。

(肉1工動物) 例 スズコケムν。

(苔形動物)

円口類例スエヒロクダゴケムν。

唇口類 伊j フサコケムν、ホソフサコブムν、チゴケムν、コブヒラゴ

ケムν、ゴブコケムν。

(軟体動物)一斧足類

不等筋類例 マガキ、ナミマガνワ、イガイ、アゴヤガイ。

(環形動物)一多毛類

座着類 似j クズマキゴカイ、カナネカシヂν、イパラカンザν。

(節足動物)一甲殻類

蔓脚類例 エボνガイ、ナラサブジツボ、タテジマブジツボ、 νロスグ

ブジツボ、ナンカクブジツボ、アカブジツボ。

(1¥皮嚢動物)-ifu:鞘類

単ボヤ類 例 νロボヤ、カラスボヤ、ユワレイポヤ、エボヤ。

複合ボヤ類例 ネンエキボヤ、アカイタポヤ、キクイタボヤ、コパンイ
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タボヤ、乙/ロクスボヤ。

これらの生物は分類の上で非常に広範囲の分野に及んでいるゆえ、その所属

部門に応じて基本構造が違うことはもとより、たとえ近縁のものでも体の形や

生活様式が異なることが多く、また、生活時期、生組期間、生氏度、寿命、そ

の他、いろいろな点でその性質が異なっている。生殖法の違いはi寺に重要であ

るが、動物の場合について考えて見ると、無性生殖をするものは附着以が少く

ても結果において沢山i狩若した場合と同じことになり、有性生殖の場合でも、

を母体内で日南青する性質の程類で、は幼二ーのi手j註jリ11討が短めて完間で、ある

場合が多く、附近の物体に直ちに附着してそれを汚す。また、

ものでは速くから迎ばれて来て附請する。そのほか、附表時に

の長い

も、走

性 (taxis)、群居 (gregariousness)、耐忍力 (tolerance)などの点でいろいろ

と異なった吠態を示している。

3.間着生物群集の動きとその捕え方

このように多様な性質をもった生物達が集って作っている若手集は根めて限雑

な動きを示して捕えようがない。しかし、生態とは生物とその}引先とが一体と

なって動いている現象て‘あるというように考えて見れば、研究の手掛りが得ら

れるように忠われる。すなわち、そのような生態現象を普通の自然現象のよう

に取扱って、その現象を構成する個々の成分に分けて見るO こうして得られた

成分の総ての組合せが実際の現象に相当することになるが、同時にそれ全体を

取扱うことは不可能であるから、その中の適当な成分だけを選んで組合せを作

り、その内容を検討して見る。このような方法をくり返して見ると、必要な研

究課題が組織的に得られ、また、取扱う成分の数が増す毎に実験規模が累積的

に大きくなる関係もよく理解できる。

このような考え方から最も基本的な成分を求めると、それは生物回の成分で

ある個体数および生長と環境面の成分である時間との 3つであって、それらが

組合さって示される現象、すなわち、時間と共に個体数が増加していき、更に

そのおのおのの個体が時間と共に生長していく、という動きが最も悲本になっ

ていることが分る。これらの 3つの基本的な成分を組合せて立体廃擦を作ると

特異な形の模式閉が得られるが(河原、 1954、科学、 24巻11号)、いろいろな場

合におけるその図の各部を検討することによって、複雑な内容を具体的にその

図の上に示すことができて、実際の現象に封する理解を深めることができる。

このようにして附蒼生物の群集の変化していく紋態を検討して見ると、初め

には個体数の増加がその群集の動きの主な変化であるような時期があり、それ

から次第に、それらの各個体が生長していくのが主な変化であるような時期え

と移り変っていく。すなわち、極めて単純な表現をすれば、附芳生物の群集は
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初期に附着したものが生長した結果としてできたものであるから、初期の間着

状態を知れば後の扶態はお Lよその類推ができるという関係になる。したがっ

て、刻々に附差を加えていく生物の能力の推移を調ることが最も大切で、更に

附完ましたもの L生長朕態を追跡していくことができれば附蒼生物群集の動きを

自南えることができる。

4.英虞湾多徳の場合

以上の見地からある地点における附道生物の勤きを調べるには、海中の任意、

の一点がそれぞれ生物を附蒼させる能力をもっていると仮定して、その能力が

時間と共にどのように変っていくかというように考えていくと分りやすい。こ

のためにはおよそ10日係に新しい試験板を浸潰して、その変化を 5日から 10臼

まで毎くらいに計測していけばよい。しかし、海辺に居なければなかなかそれ

だけ詳しくは調べられない。また、群集自体が次第に複雑になってくることや、

試験板の枚数が次第に多くなることでも、個人の計測能力では間もなくその限

界に達してしまう。したがって、各試験板について 2ヶ月間くらいの経過が追

跡できれば一応の成功と見なければならない。

このような方法によって実際に調べた結果の一例として、英虞湾多徳の場合

について述べて見ると、ワズマキゴカイピけは周年にわたって切れ目なく附差

し、カサネカシザν、チゴグムν、コプコケムνなどは僅かの切れ目が見られ

る程度でほとんど絶間なく附着Aする。そのほかフサコケムν、ホソフサコケム

ジ、コブヒラコケム1/、マガキ、アコヤガイ、サラサブジツボ、ネンエキボヤ、

キクイタポヤ、 νロボヤなどもよく出現する。その中でもフサコケムν、ネン

エキボヤ、マガキ、サラサブジツボなどの重要な役割をする動物で、それらの

有無で訴築の性格が一変する程である。これらの動物の附着活動の結果として、

年間の各時期に形成される群集がどのように相違してくるかを表示して見ると

次のようになるO

1. フサコケムν群集 (4.5月) フサゴケムνが密集しで附着し、各群イ本

は樹状に生長するため、表面は浮動し、内部は宮林欣態を呈して筒旬

動物が多くなるO

2. ネシエキボヤ群集 (5月下句、 6月) 寒天吠の群体の表面を彼覆してし

まい、他の附蒼生物は付きにくい。したがって、筒包動物も住む余地

が少い。しかし、この群集は短命で、後には附若しやすい基盤が露出

する。

3. カキ、フジツボ群集 (7、8月) 硬い塊7吠となり、互に密着して生長し、

ふくれ上ってくる。附着した動物の体表が更に新しい基盤を提供し、

二次三次の附斎が見られ、表面は凹凸が甚A しくなり、飽旬動物も多い。
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4. ワズマキゴカイ群集 (9、10月)他の生物の附斎が少い時期に当り、ワ

ズマキゴカイにけがおびただしく附斎する。間着個体数は多いが、

の大きさが小さいために群集の変化は目立たない。

5. 秋のフサコケム乙/都築 (11、12月) 再びフサコケム νが出現して容と

似たような群集を作る。しかし、その群体数は春より少い。ホソフサ

コケムジが同時に現れることがあり、時にはフサコケムνより優位に

なる。

6 冬のクズマキゴカイ群集(1、 2、3月) 他の動物の府清能力が著しく京

えるため、新しい基躍にはそれらがほとんど現れない。したがって、

ワズマキゴカイにけが主として見られる程度で、築形成の速度はj歪

めて運くなる。この時点jの日当りのよい基盤面には海漆がよく

る。

なお、これらの詳細は吏に資料を整玉虫して別に述べることにしたい。

真珠の品質に及ぼす貝掃除の効果は

山 口 ヌエと
五五

(国立真珠研究所大村支所)

真珠養殖作業のうちで、施術作業と共に最も大きなワエイトをしめる、

除については、介殻表商の附着物を除去しアコヤガイ自体の成長を助ける意味

と一方、施fIij貝に於ては、それが刺戟となって頁珠質の分泌をよくし、珠の巻

きを早めるといったような意味がいわれているようであります。貝掃除が初め

て行われた、昭和初期から今日まで30年間、種々の経験からこのようにいわれ、

又実施されて来たものと思いますが、現在まで、これに到する科学的なうらず

けは見受けられないようであります。

か Lる意味から、先に貝の成長に貝掃除が如何に影響するかについて、

を行った結果によりますと、左程、貝掃除の効果は現われないことが知られま

した。(国立冥珠研究所報告1.18~21 頁参照)では、施術を行った貝の貝拐除

は体内の珠にどんな影響ーがあるでしょうか、このことについて、本年度試験を

実施し、その結果を得たので、お矢口らせしたいと思います。

試験の方法は、大村湾産の天然貝を後の2年間は垂下養成した、 4il三もの母頁

※悶立真珠研究所大村支所「しんじゅJ24J号より
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このようにして

養成したものにつ

いて、 32年12月浜

掲げを行い、その

真珠について、重

量(巻き)と色及

び脱核率、貝の蕗

死率にますする、貝

月に一度づ

に、サイズi分81豆の核を「ブクロJrワカジ」に2fr耳、 31年10月に挿核施術を行

い、金網養殖徒に30個づっ収容したもの25~遣を使用し、これについて第 l 表の

通り、貝掃除の回数によって、 5通りに分類しました。長IJち、同一種類に5龍、

1501回の貝を使ったわけです。これを、 1米半の探度に垂下して、試験を続けま

した。

なお、養嫡箆Ir;t貝桁|訟を行ったものも、行わないものも、全て、

っとりかえました。

回数貝掃除の第 1表

回数

円む
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9 10 11 12 

浜
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げ

0
0
0
 

0
 

0

0

 

c
o
c
 

o
c
 

o
 

o
o
o
 

8 7 6 

(0正[Jは貝掃除 )

掃除の影響を推計学によって検討して見ました。

(1 ) 哀珠の重量(巻き)について(第2表)

第 2表哀珠の平均重

0.342 
0.340 
0.328 
0.324 
0.329 

色をピンク・ホワイト・クリーム・

グリージ及びブラック系(出現個数が

少ないので表から除く)の四通りに分

類し、その出現の割合を比較して見ま

すと、貝掃除を全然やらないものには

グリーシ系(いわゆるナナダマ)が少

ないといえます。
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第 4表脱核率

A I 40.30% 
B I 35.51 
C I 訂.59
D I 32.25 
E I 29.78 

A

B

C

D

E

 

(3) 盤整率について(第 4表)

第4表から、貝掃除の回数が多い程、脱核率が高いこと

がうかがわれます (AとEでは 10%の主主がある)が、この

程度では推計学によれば差があるとは認められない股態で

あります。

(4) 堅苦死率について(第 5表)

貝掃除を 8月に一回ゃったDと、全然やらないEとは、浜

揚げ時には貝の形がわからないくらいの附楚物がありまし

たが、艶死さ容には差が認められませんo iljJち、附着物が多

いから貝が死に易い。又、貝掃除をやることによって鰐死

率が高くなるといったようなことは、考えられないものと

思いますコ

以上、真珠の巻き、色、脱核率及び、貝の賂死率の面か

ら、これに針する貝掃除の影響について、検討を加えて見

ましたが、今まで考えられていた程、大きな影響が現われてきませんでした。

但し、この試験では貝掃除だけについてであって、寵のとりかえは 1ヶ月ごと

に行ったことについて、民掃除は寵のとりかえと併せて、行われているのが慣

例となっておりますが、この場合には問題が別であることに注意して頂きたい

と思います。即ち、寵の附着物によって自がつまった場合、中の貝に如何なる

影響が出て来るか、このことについては近いうちに、貝の成長及び、珠の品質

の南方について、研究を行って見たいと考えております。

10.67% 
10.邸

6.00 
15. 33 
9.33 

第死三区

脱核率

第5表舞死芸名

議討

の

(第十回研究発表会の附着生物に関する三重大、河原助教授、国研、丹下技官)
の講演後ー一般の討論に移り種々の意見が発表された。

岡田禰一郎:(三重大水産学部長)

貝殻表面の附着動物と共に、 Polydra(貝殻に穿孔する動物の一種)

被害はないか。

辰夫:(三重大助教授)

今迄は表面附着動物について調べたが、今後調べて行きたい。

岡田:国研大村の研究で、蝶番線丈が伸びぬのはどういうわけか。

丹下 手:(国立真珠研究所技官)

今の所判らない。

活夫:(国立真珠研究所長)

附着動物の色に封する違いはどうか。

河原
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河原:色覚は高等な感覚であるから、下等な附着動物の幼生には存在しない

だろうと考えるO

同凶;貝掃除をすると卵がよく抜けるというのは事実か。(意見なし)

高山:寵さえとりかえれば貝掃除はしなくても大した影響はないという結果

が出ているが、実際問題はどうか、例えば裸養殖(ビニーノレ吊)の場合、

貝掃除はしているのか。

幸田 降:(五ケ所)

私の所では貝掃捻l士、 5月頃に一度、冬の聞の附着物をとってきれいに

し、次は7月下句~8 月上匂にフジツボをとるためにして、最後は10月頃

(避寒)前に作業貝丈をしているO

竹内 敏夫:(五ケ所、カサラギ池、北村真珠)

私の所のどニーノレ吊りについては、一昨年迄は40日に l回の割でしてい

たが、天然の貝はついたま L大きくなるので、しない方がい Lんではな

いかと思って、昨年から春早く l回して、次は 7月上勾迄に I回してい

る。これはカサラギでは、ブジツボは7月15日頃に毎年発生するから少

し時に貝をきれいにして、泥が少しついている程度にすると、ブジツボ

はっきにく L、ブジツボさえつかねば他の海藻はついても影響がないと

思うからである。ビニーノレ吊については(この頃から本題より脱線)2i 

年頃より始めたが、滋!通しの強い所では、水圧が強くて、 l街先が伸びな

くてわるい。こんな所は龍の方がよい。ビニーノレ吊りは伸びがい L と言

うが、貝は水圧に1討して大きな影響があり、潮流の強い所では反封に駄

目であり、場所によって区別せねばならぬ。又貝をしlまるのにも線を長

くしてぶらぶらさせるとわるいし、又動くとわるいと言ってニューム主主

で開くしめつける人があるがこんな事をすれば貝は動けない。

佐}捺 忠勇:(的矢養励研究所長)

非常に流れの速い所では、貝は蓋をしめている。貝殻の伸びばかり気に

しているが、中の肉の欣態ではどうか注意が必要ピ。

会員利i誌による異常形真珠の出来方について{司いたい。

青木 駿:(富士哀珠研究部)

刺戟を与えると、筋肉の収縮が起り、珠は押し出されるO この強いもの

が脱核?ごと考えるO 又異常形真珠l工程度の軽い体内の移動によるものと

思う。

中 村文彦:(本会代表幹事、村官真珠専務)

附渚時期に貝掃除をするとかえってっき易くなるので、その前に泥をぬ

るとい Lのではないかと思って試験をした。

このために、貝掃除の回数も少くてすみ好成韻であった。
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しかし、このやり方も天然による方法が好いと思われるので、今日では

附着時期以前にきれいにして、海藻、泥等によって害動物をつかぬ様に

している。 l年に3回行っている。

井村 望:(御木本真珠)

附着動物の種類の年変化は認められるか。

河原:外国の例では毎年出現する種類は定っているが、量は違う事が起る。

岡田:最も問題であるフジツボの発生時期は予測出来ぬか。

これが判れば予報してほしい。

河原:今の所なかなかむつかしい。

竹内:フジツポはカナラギでは7月15日頃にきまっている。

開田:それは自に見えてからであるから駄目だ。幼生の時代にプランクトン

として発見せねば…

佐藤:我々は毎年やっているが、実際附着前位の幼生は殆んど見つからぬ。

恐らく海底をはいまわっているためであろう。

この後、高山所長のまとめの言葉があり、附活動物でも害になるものや益に

なるものもあるだろうし、発生時期の調査も必要であり、大いに研究せねばな

らぬ大きな問題だという事で、当日行った附蒼動物に関するアンケートを集計

して会報に発表する事にして終了した。

附着生物に対する考え方※

白 井 干半 平

(全国真珠養殖漁業協同組合)

真珠養殖に限らず全ての水産生物の養殖に於いて、その漁場が生産物に及ぼ

す影響は極めて大きく、従ってこの漁場の調査や改善に非常に大きな努力が払

われているが、とりわけ浅海養殖には重要な要素となっている。

所が、真珠養殖に於いてはその歴史が古いにもかかわらず漁場の問題が盛ん

に取り揚げられる様になったのは、ここ二、三年前からである。世界の真珠生

産量の大部分を占める英虞湾の海況が極めて悪化し、養娘業が危機に瀕するば

かりになってから総合的な調査が為されたのであるが、二、三年経過した今日

に於ても悪くなる一方であり、業者は他の新らしい処女地を探し、県外へ転出

※1958年2月1日受理
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ずる事に努力しているのが現状でまbろう。

漁場の調査としては古くから海況観測は行われており、データーも集積して

いるけれどもこれはあく迄データーであって、この資料の実用的解析は殆んど

為されておらず、今日に於ても河じ様な吠態が続けられている。

漁場の調査或はわj別には大別して二通りの方法があり、一つは水温や比重、

透明度又は水中に溶けこんでいる微量のカノレνユーム、マシガシ、硫化水素等

を測定する物理、化学的方法で、従来迄の殆んどはこの方法によって行われて

おり、もう一つは本稿で強調せんとする所の生物学的方法である。l'Jち、海に

見られる生物相を調べ、そこの底質(海の底の性質)と合わせ考えるやり方で

あるO

海産生物は、楼息している海域の吠況の変化に封して反応が顕著であり、自

に見えない僅かの海の変化にも直ちに反応を見せるし、一つの海域内に棲む多

くの生物群はお互いに関連を持って生活しているので、生物相の上にも大きな

変化を現わす為に、短期に於ける海況の変化を間接的に、或いは始めて見た海

域の概略を註ぐに矢口る上に非常に重要な資料となると考え、従来迄の各地の調

査に用いて種々の有益な事実を得ているのである。

今回の R~珠養殖の貝掃除に関する問題も、種々討議せられたが、あくまで貝

にとって、或いは珠の巻きにとって良いとか悪いとか論ぜられたのが多く、逆

にこの附清動物を利用すると言った考えが少ない様であった。附着動物中、ブ

ジツボやネンエキボヤの類については論議無しに害が認められるけれども他の

生物、とりわけゴケムν(Bryozoa)や海藻類は果して害になるか益になるか

は判らないと思われるし、前記の害動物でも各々の発生紋況を知る事により、

稚貝の発生吠況やひいてはその年の海況の大きな変化を知る資料となると考え

れば、逆に大いに利用出来るわけである。

アコヤガイや器具に附差する動物の種類は大体定っており、ホヤ (Ascidiac

ea)、コケムν(Bryozoa)、ブジヅボ (Balanus)、 イガイ (Mytilus)、カイメ

ン (Porifera)、 ゴカイ (Polychaeta)の仲間であり、各々の生物の発生する

時期は定っており、季節によって順序があって、決して狂わないのである。も

し先頭の動物が遅れたならば次に続くものも後ろに押されると云う具合に、海

況が快復しない限り正常に復する事がないと言った現象が見られるのである。

この各々については犬々の専問家によって研究せられており、基礎的な平常役

立たぬ様な研究業績が広く応用せられるという事になるが、これが案外埋れた

ま Lになっているのが現肢であり、私共の様に中間の立場にある者が努力せね

ばならぬと痛感、している次第である。

一一一一一-・吟0・ー一一一一一
昨年の 7月上旬に的矢湾の予備調査に参ったのであるが、この時の附着動物
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は怪めて少く、種類も変っていて、海況が例年に較べて半月位連れているだろ

う……と推断した所、現場の古い方々も約10日イ立遅れている様な気がすると言

っておられたのであるが、始めて見物伎の気持で行ったのにどうして判ったか

と言えば、附完言動物を要所々々に]まって見たからであった。乃ち、ついていた

動物は Bryozoaが最も多く、ホソフナコグムνTricellariaoccidentalis (Tr-

ask)、チゴケムジ Watersiporacucullata (Busk)、トグヒラコクムvElectra 

angulata Levinsenが発見せられ、ネンエキボヤ Leptoclinummitsukurii 

(Oka)も概して多かったのである。

一体このコケム νやネンエキボヤは冬から春の期間に多く、水温では1r~

220Cが遣水温であり、従って6月迄に大発生を終る生活史を持っており、一方、

7月になれば通常の海況の場合、サラサブジツボ Balanusamphitrite commu-

nis Darwinやイガイ Mytiluscrassitesta Lischke、アコヤガイ等のや L 高

等動物(甲殻、軟体動物)が全体の50%を占める事になっている。

これらの衛単な事実から二、三ヶ月間の海況を推定する事が出来、同期間の

データーを見るよりも、一般の人々にも造に判りやすくま立場の環境を知る事が

出来るし、ひいては挿核作業や貝の取扱い等の重要な指標ともなると思われる。

一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一-・時。u ←一一一一一一一一一一一一一一一…一一一一 一一

又、 1951年より 53年に亘る 3ヶ年、阿曽浦勺の漁場調査を行ったが、 7.Ki昆経

過を見ると年々冬期の水温が高くなり、逆に夏期の水温は低くなっており、ア

コヤガイにとって良好な条件に変化しつつある事が判ったが、この湾の貝類柏

を見ても種々の事実が発見された。 7"]ち、この湾に多く発生したイタヤガイ

Pecten albicaus (Schrりter)の形態を見ると、関東方面に見られる丸くて、厚

みのある、や L小さい?践に似ず、むしろ鹿児島県指宿産の大きくて平たい扇形

のものに似ている事や、紀州以南に見られる暖海性の貝類一一ゴンゴワボラ

Cancellaria laticosta Loebbecke、ノ、ノ4ヲキガイ Pinnaattenuata Reeve、ジ

ラオガイ Circestutzeri (Donovan)、vオヤガイ Chionesquamosa (Linne)、

奄美大島産のものに似た立派なクミギク Spondylusbarbatus Reeve、メシ

ガイ S.squamosus Schreibers等が多産する事、吏に貝類学教室を驚ろかせ

たオキナワイ νダタミ Monodontalabio (Linne)、がこの阿曽浦に多数見ら

れた事も特筆すべきものであり、当時このイ νダタミを持ち帰った所、内地に

通常見られる貝殻表面に彫刻のあるイジダタミ Monodontachinensis Beck 

と色彩も違うし、彫刻というよりもむしろ一つ一つが小頼粒となっており、た

った数個体しかない琉球産の Monodontalabぬという貝に非常によく似てい

る事が判り、内地の M.chinensisと琉球の M.labioは移行する(だんだん

南に行くに従って変化して、つい院は一つの裂から別の型になる事)のでわな

いかとも考え、阿曽浦曜のイ νダタミはオキナワイ νダタミの内地裂であると
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しておいたのであったが後年、奄美大島に調査に行った時にこのオキナワイジ

ダタミを各地から多数採集して比較した所、やはり正しい事が半!Jったのである。

乃ち、|河野浦は、貝の分市の上から見ても、一つの特色のある海域であり、当

然、漁場も、以北の夫れとは異った環境にあると言えよう。この様な事は非常

に簡単な事であり、又何の役に立ちそうもない事であるが、前に述べた如く利

用の如何によって役立つものである。

阿曽浦の中には多くの小湾入があって、各所に全て養殖筏が設置されている

が、この地点はどういった観点から免許を受け養摘しているのかと聞いたが、

唯莫然とした事からであった。そこで全地点の観測に廻った所、岸から海中に

伸びた岩礁地帯にはヒリヨウ Malleusirregularis(Jousseaume)、という二枚

貝が発見された。f1ijも始めは岩の問から花が咲いた様に沢山ついているので、

一体何だろうと忠って採集した所、妙な二枚貝でありや]らなかったが、種々調

べると南方系ワ小さい Malleusirregularisの恐ろしく伸びたものである事が

'P!Jり、この員はやはり奄美大島では長さ lcm位の小さいものであるが、阿曽浦

では長さがlOcmにも及んでいるのである。

このヒリヨワという貝はアゴヤガイの属する乙/ンジユガイ科 CPteriidae)の

親類に当るマクガイ科 (Isognomonidae)に所属する貝で、この二つの科を合

せてνンジユガイ超科 CPteriacea)と称しているので、いわばνンジユガイの

仲間と言う事が出来る。(第一図参照)

それ故、この貝の生育!伏態(生態)を調べる事によって間接的にアコヤガイ

の漁場としての適否を判断するー要素となり得るわけであり、その結果は業者

の成穣についての意見とほ Y一致しており、湾入部でもこの貝の繁殖ーしている

所は海底構造や湾の形等から湾外流が誼接影響を及ぼしていた事が明らかにな

り、養殖筏の設置場所を調べる一つの方法になったのであった。

ー一一一-・-。争0・←一一一一一 一一一一一一一一一一一一一

話が少しそれるが、一つの発見や開発には以上に述べた如く思いもかけぬ挙

が端緒になっている事が多いが、筆者の身近かな例を紹介すれば、我国に少い

炭田や油田の開発は最近急激に感んになりつつあるが、これは陸上のものでな

く殆んど将来性のあるものは海底にかくれているものである。それ故海底深く

取っている資源を探し出す事は容易な事ではないが、有名な秋田沖の大油国の

発見は、東京水産大学の N教授がこの地方の調査の析土地の漁師が、この地方

の鯛は大きいが、色が黒ずんでいるので商品価値が少いためにもうからぬグと

申しているのを聞き、学者の直感、で何かある……と思い種々海底の底質調査を

した所、陸上をはるかにしのぐ大油国が発見されたという事であるが一つの起

因とも考えられるのである。鯛が海底に浸み出す油のために黒ずんで不味いと

は全く慢談の種になりそうな話であるが、た Yこれ丈にとどまらず糸をたぐる

- 15一
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所に N教授の(卒業があったのである。

同じ様な事が今をときめく北海道おiI路の海底炭田の発見にもあり、海底から

採集された貝の化石を見て石炭があるに違いないと推断された事、或いは一昨

年の鳴門海峡の総合調査の祈採集されたナクマシ象 Palaeoloxodonnaumanni 

Makiyama (約100万年前に生きていた象の先祖)の骨から、その昔の鳴門の

地形を再現する等、今迄に述べて米た方法の実例は限がない位である。

以上を通じて、全ての生態現像はどんなものでも利用し得る資料になるので、

これらの観察にもっと重点を置いてもらいたいと考えるのである。附着動物の

防除に於いても一体どの生物が害を及ぼすかという事を先づ調べなければなら

ぬし、ゴケムνや海藻類が餌の供給源になりはしないかと言う事も早急、に調べ

る必要がある。その上で者動物の出限時期やJfR態の表を作成してその防除針策

を研究するというのが一番妥当な方法でないかと思う。そして絶えずこの動物

を見る事によって漁場や作業の一指標とずる事が望ましいと考えるものである。

真珠養殖漁場の海況に関するこ三の考察※

市長 本 洋

(布施沼地区、府「田克己養殖場)

はじめに

豆珠美殖漁場の海況に関しては、すでに各所から数多くの報告あるいは資料

が発表されてきてをり、また近くは海洋観測委員会の手によって、組織的に三

重県下漁場の観測が行われ、その結果も定期的にまとめられてわれわれが入手

利用できるようになってきているO しかし、われわれ真珠養獄業に従事する者

としては、これらの結果を積機的に利用しながらも、なお自らの漁場の海況を

矢口ることはすでにわれわれ自身の事業の一部として必要なことであり、またそ

の実肢については多くの問題が残されているにしろ一応一般に行われてきてい

ることであるO 筆者もまたその意味で若干の努力を払ってきているが、その結

果知ることのできた二三の点について報告したいと考える。ただし、観測を行

った期間も極めて短期間であり、筆者の得た知見そのものも貧しいものである

が、いくらかて守も参考になるところがあれば筆者にとってこの上ない喜びであ

る。

なお、本文に人宅長5t立払卸指導主ど主主1t'主盟主基埜堕室毘L 丑主主再生

※1958年2月12日受理

円

i-，ム



らびに観測および整理の機会を与えられた回畑克己氏に心から感謝の意を衣し

Tこい。

観測方法

観測を行った地点は、布施田浦入口西岸の工場前養生箆附近(水深5m)で

あり、その他これと比較する意味で同浦水道に西岸から張り出した筏の中央部

〈岸より約60m、水深9m、本文中では「沖」と呼ぶ。)についてもあわせ行っ

た。観測を行ったのは、水温および比重であって、前者の測定には 1/5日盛の

水銀温度計、後者には赤沼式比重計B、C号を用い、採7](はいわゆるビーノレ瓶

採水器を自製の上使用した。観測時間は、 7時、 (6時7月のみ)、 12時、 15時(l

O月は中止)および18時、観測水層は、表面 (Om)、1m(7、8月のみ)、 2m、5m

および 9m(沖)である。以上のようにして昭和32年7 月~1O月の間行った観測

結果を整理した。

1.水温の垂産分布

第 l表は、底層 (5m)と各水層との水温差の度数分布の表である。この表

からは、次のようなことが見出されるであろう。

(l) まず極めて常識的なことであるが、〕般に底層との水温差は Omが最も

大きい。

第 1表 底 (5m)層との水温差 (I) 
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K|差4沿A曳7

8 月

。 m 2 ロ1

時 12 時 15 時 18 時 7 時 12 時 15 時 18 時

4.5土0.25
4. 0土0.25
3. 5::t0. 25 3 
3. O::tO. 25 2 2 2 
2.5土0.25 2 3 3 
2.0土0.25 3 2 2 2 
1.5土0.25 2 3 3 
1. 0::t0. 25 5 3 1 1 6 1 3 2 i 3 1 
O. 5::t0. 25 2 2 2 1 3 1 6 2 1 4 1 

0土0.25 3 2 3 1 5 1 1 1 

O. 5::t0. 25 l 
-1.0::t0.25 l 
1. 5::t0. 25 

-2.0土0.25 2 1 

計 14 2 14 2 14 2 14 2 14 2 14 2 14 2 14 2 

底層 C5m)と の 水 温差 CJI) 

9 

ロ1 2 

12 時 ? 時 12

2.5土0.25
2. 0::t0. 25 

1. 0::t0. 25 I 2 11 1 
0日 2522111112 1

-0.5士O.25 1 i 2 I 11 2 1 2 2 

1.5土O.25 1 i 1 2 1 1 1 11 2 1 1 1 
-2. 0::t(1. 25 1 2 1 2 l 

-2.5士0.25
-3.0工 0.25 2 1 1 
-3.5::t0.25 1 
-4.0土0.25

-19ー



lw| 
? 

3. O:::tO. 25 
2. 5:::tO. 25 
2. O:::tO. 25 
1. 5:::tO. 25 
1. 0:t0. 25 
0.5土0.25

0士0.25

-0. 5:t0. 25 8 

-1. O:::tO. 25 3 

-1.5士0.25
-2. O:::tO. 25 2 
-2. 5:::tO. 25 
3.0士0.25

-3. 5:t0. 25 
-4.0土0.25

計

o m 112 m 

時 12 時 18 時 7 時 12 時 18 時
一一

2 2 
2 2 

3 6 9 

5 3 4 1 2 

12 11 12 11 

(註)

欄内の大数

字は晴天の日

細字はそれ以

外の日を示す

(2) 月別に見ると、 7、8月はプラスの方向にかなりの水温差が見られ、 9月に

は逆にマイナスの方向に水温差が大きくなるが、 10月になるといずれも全

体として小さくなってくる。すなわち、上下の水温の差が7、8、9月にくら

べてずっと小さくなる。

ゆ とくに Omで著しいが、晴天の日とそれ以外の臼とでは水温差にはっき

りとした差があらわれる。これは、いうまでもなく日射が水温上昇の大

きな原因であることを示すものであろう。

(4) さらに細かく各観測時の水温去を見ると、他の水層でははっきりとしな

いが、 Omでは15時ごろ水温差の最高となる傾向が見られる。

2 比重の垂直分布

前項の水温のばあいと同じように、底層と各水層との比重差について度数分

布をとったのが第2表であるO これからは次のことがみちびき出されよう。

(1) 底層との比重差はほとんど全部マイナスの方向に出てくる。すなわち、

一般に隠層にくらべてその他の水層は比重が小さい。

(引比重差は Omが最も大きく、またその変化も激しい。

(3) 10月になると、その前の8、9月にくらべて比重差がかなり小さい傾向が

認められるが、これは、 8、9月の比重低下の原因が降雨による海水の稀釈

にあるのに封し、 10月は雨量が極めて少なかったことによるものであろう。

- 20一



第 2表 底層 (5m) との比重差

月 9 月 1 0 月

2 m 110 m 12 m :1 0 m 

1 

0::1:0.25 4 l 1 

-0.5::1:0.25 4 l 3 1 
-1.0::1:0.25 4 2 5 4 
-1.5::1:0.25 2 1 l 
-2.0土0.25 1 3 2 
-2.5::1:0.25 2 l 
-3.0::1:0.25 1 3 l 
--3. 5士0.25 2 l 1 
-4.0土0.25 2 
-4.5::1:0.25 
-5.0土0.25 l 

-5.5土0.25 4 
およびそれ以上

計 14 14 13 13 11 11 

3 水誌の日中変化

7時の観測値を基準として、各観測時のこれとの水温差を度数分布の表にま

とめたのが第3表であるO この表からわかることは次のようなことである。

(1) 水温のお中変化の最も大きいのは Omである。

(2) 月別には、 10月がその前の7、8、9月と比較して全体として変化の巾が狭

くなる傾向が見られるO

(3) その他の水層でははっきりしないが、 Omでは一般に水温差が15時ごろ

プラスの方向に最大となる傾向があらわれている。

(4) 晴天の日とそれ以外の日とを分けてみると、同じく Omのばあいの日中

変化にははっきりした差が見られるO

4.比重の日中変化

比重の日中変化については、観測回数も少いので、 l例として昭和32年9月24

日の経時変化図を第 l図としてかかげるにとどめる。(塩素量に換算して示し

てある。)比重についても日中変化がかなりあることは、この図からもうかが

われるであろう。
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第 3表

(工〉7時を基準とした各観測時の水温差

7 月
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7時を基準とした各観測時の水温差 (TI) 

9 月

m 2 m 5 m 

18 il'寺 18時 12時 18時

2 

l 

l 
2 
1 2 1 

l 2 3 2 1 2 1 1 li 1 
1 1 1 1 4 1 4 1 2 1 1 3 2 4 1 2 

。土0.25 3 l 4 5 3 2 4 4 2 3 3 3 

-0.5::!::0.25 l 
-1.0土0.25 2 2 
-1. 5::!::0. 25 

計

1 。 月
(註)

。 m 2 ロ1 5 m 欄内の大数

12 時 18 時 12 時[18 時 12 時 1
18 時 字は晴天の日

5.0土0.25
細数字はそれ

4.5土0.25 以外の日を示

4. O::!::O. 25 す。

3.5士0.25
3. O::!::O. 25 
2.5土0.25
2.0土0.25
1. 5::!::0. 25 3 2 
1.0土0.25 5 3 
0.5ェ0.25 2 2 

2 3 5 

計 10 9 10 10 

お



5. i中の漁場と岸の漁場の水温および比重の比較

1.水温

沖の漁坊の観測値を基準として水温差の度数分市をとったのが 4:'たであ

る。この表によって次のようなことを知ることができょう。

(1) いわゆる工場前と潮通しのよい浦中央部間近とでは全体として余り大き

な水温三をは認められない。(:i=lOC前後)ただし、岸の底!日 (5m)と沖の底

層(9m)をくらべたばあいはとくに7、8月にかなり大きな去が見られる。

(2) さらに詳しく見ると、 7、8 第 1図 塩 素量の経時変化

月の 5mのばあい、岸の方が

水誌の高い傾向のあるのは注 九
回されるO すなわち、その漁

場の水深によって同じ 5111で 日

も水温に差の認められるとい 2 4u ===-==----___ 一一一16
うことは、たとえば夏季楽死

の問題等に関していわゆる深

吊り等を行うばあい注意を要

するところであると思う。

7 15 12 18時

15 
15 

昭和 32年 9月 24日

ヘ¥;--11 
第 4表 沖の漁場と岸の漁場の水温差

4. 0:t0. 25 
3.5土0.25i 
3.0土O.25 
2.5土0.25 1 
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1.5こと0.25 5 
1.0:t0.25 5 
O. 5:t(1. 25 

1 5 
11 li 3 I ;1 3 
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2.比重

前項と同じように比重差をまとめたのが、第5表である。これからは次のよ

うなことが言えるであろう。
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(1) 沖と岸の比重差はマイナスの方向に(すなわち岸が低い)かなり大きい

ばあいがある。ということは、僅かのへだたりであっても潮通しのよい沖

にくらべて、岸の方が淡水の影響が強いということを意味するであろう。

(2) 同じように、全体として岸の方が比重の低い傾向にあることも注意され

るところであろう。
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真珠の巻きについて渓

一真珠はどれ程巻いたらよいものでせうかー

阿 山 多 主主
Eコ 也

(的矢j湾養燐研究所)

最近は漁場の老化とか、養殖筏の密殖とかで年々真珠の品質が悪くなって来

ました。さて、真珠の品質を左右するものの一つに巻きの厚さがあります。最

近は大分薄巻き真珠が問題となっておりますが、実際問題としましても核の見

えるような真珠は非常にみにくいものです。勿論真珠は巻きの厚いほど良いこ

とは云うまでもないことですが、では一体どの程度巻いたならば少なくとも桟

がみえないような珠になるかを検討してみました。このことは私がこ Lで述べ

るまでもなく、多年安殖を経験されている皆掠が、よく御承知のこと L思いま

すが、私の行いました結果についてもこ Lで述べて皆様の何等かの御参考にな

れば幸です。

先ず巻きの程度を知るために、 7月中旬に註径5.3mm(約l分7厘)の核を3ケ、

3年介に挿入して、同年の12月下匂に採取し、この珠について調べてみました。

挿核した核はーケーケ正確に直径を計り 5.3mmのものだけをと入れました。

さて、採取した珠について巻きの程度を見るわけですが、この場合あまり変

形のもの、キズの大きなもの、 νミのひどいもの等は除外して、ほゾ真円に近

い珠だけを選び出しました。こ Lで問題としていますのは核がみえるような薄

巻き翼珠ですから、この珠をーケーケ手のひらにのせて、自然光線の下でこ

ろがしてみて、核の少しでも見えるものを取出してその直径を計って巻きの程

度をみました。この時、最近の核は昔のドプ介の核と異って、いわゆる、猫の

限切と称して核のーケ所にキラムキラリと光る処があります。薄巻きの瓦珠

では哀珠戸を通してこの現象が現われます。この与猫の眠勺の現象が現われて

いるものも薄巻きとして取出しました。

この薄巻き真珠の宜径を計った結果、最大直径のもので 6.1mm(2分)あ

りました。これは例外としましても原核が 5.3mm(約l分7厘)の珠では少な

くとも5.8~6.0mm (約i分9厘---2分)以上の珠にならなければ核が見えてし

まうと云うことがわかりました。即ち巽珠戸の厚さがO.25mm~O. 35mm (約8

毛~1分2毛)少なくともまかなければ核が見えてしまいます。勿論O.4mm位

巻いたものでも決してよい珠とは云えませんが、最低のものでもこの位は巻か

※1958年2月13日受理
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せたいものでせう。

次に、ではどんな品質の珠でも同じかと云うと、珠の色調によって多少異な

るようです。色調によって先づ分類して、その後に薄巻きのものを分けてみて、

核のみえるもの L珠の最大のものと、みえない珠の最小のものとの置径を計っ

てみました。その結果は第 l表のように、ピンク系の珠では核のみえる珠の最

大直径は5.8mm、ホワイト系では6.1mm、ゴーノレド系では6.0mmでした。こ

れは同じ巻きの珠ならばピンク系の珠の方がホワイト系のものよりも巻きが厚

いようにみえると云えませう。この原因についてピシク系の珠は、赤味が Lっ

ているため哀珠戸の光の透過が悪いためと思われます。

一方ホワイト系の珠では京珠戸が透明に近いためで、したがって光の透過率

がよいために巻きが多くても中の核が見えてしまうのではないでせうか。処が

ゴーノレド系の珠については、非常に金色が強い珠でも核の明僚にみえるものが

多くあります。これは色調にもよるでせうが、真珠戸の構成にも原因があるの

ではないでせうか。長11ち真珠はアラゴナイトと云う炭酸カノレνワムの結品が幾

重にも戸肢をして出来ていることは御承知と思います。この真珠戸のj享さがピ

ンク系の珠では0.46μ(μ ミクロシ 1mmの 1000分の1)、ゴールド、グリージ

系では0.54μ と渡部先生が報告されております。これに基いて 0.3mmだけ巻

いた真珠の戸数を計算してみますと、ピンク系では約650戸、ゴーノレド系の珠

では約550戸と云うことになります。戸数が多ければ透明毘が悪くなることは、

向じ厚さのガラスでも l枚ものと、何枚も重ねてあるものとでは、後者の方が

透明度が悪いことよりもうなずけませう。以上よりピンク系の珠の出現率の多

い漁場ほど、色調の点ばかりでなく、巻きの方からも有利と云うことになりま

す。

次に出来上つ
第 1 表

た珠では巻きに

ピン ク|ホワイト ゴ{ノレド どの程度の差が

核の見える珠の | 
あるものでせう

最大直径 丘8mm 6.1mm 6.0mm 
か。これは養殖

核の見えない珠 5. gmm 6.1mm 6.1-6.2mm 期間とか、養殖
の最小直径

技術とか、漁場
原核直径5.3mmの珠の場合 の性質とかによ

って非常に差があって一概には云えませんが、上記の実験した珠について直径

別に割合を示しますと第 l図の通りです。即ち最も厚く巻いたものでは直掻6.

7mm (2分2厘)、薄巻きのものでは5.4mm、その差1.3mm(約 4I豆)で、平均

約6.0mmでした。この最大と最小の差は養殖期間が民くなればなる程大きく

なること L思います。但し薄巻きの割合は少なくなるでせうが、処で 6.0mm
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位の珠では決してよい巻きではないことは前にも述べた通りですが、ではどの

程震の珠が一応満足な珠であったかと申しますと直径6.2mm位以上のもので

した。ですから莫珠戸の厚さがO.4-0. 5mm (l厘2毛-1J豆5毛)位巻いたもの

が平均して出ないと巻きがよいとは云えないようです。平均の巻きが 0.4mm

になりますと、核のみえるような薄巻きの割合が非常に少なくなりますし、又

よい珠ではより厚まきの珠が出ると云うことでせう。しかし勿論この結果は原

核1分7厘位の小粒のことでそれ以上の大きな中粒、大粒ではその値も異なって

来でせうが、あまり大差はないこと L思います。又ホワイト糸の出現率の多い

各漁場でも多少異なること L思います。

以上真珠はどの程度巻かせた方が 第 1 図

よいか V、おわかりになること L思 メ

います。こんな一つの方法によって
25 

各々の養殖漁場の養嫡期間の決定と 2.0 

か、性質とか Yわかるのではないで 15 

せうか。色調別による巻きの速さと

か、挿核個数による巻きの程度とか
10 

は又次の機会にゆずること Lしまし 5 

た。

真 珠抄録

(1) s付着動物について

白 井 祥 平

OMawatari， S. : 1953， On Electra angulata Levinsen， One of the Fouling 

Bryozoans in }apan. 

馬渡静夫:トグヒラコケムνについて(資源科学研究所裳報第32~号)

浜島町に於ける冥珠養娘資材の防汚に関する研究の途上、トグヒラコケム

ν(コケムジの一種)が非常に速い速度で繁殖して行くのを見た。幼生

(子供)は初室(最初Jの虫室)より第一次に2つ穿を出して、 2虫室となり、

1週間後には400、2週間後には4，000と急速に増加し、 3ヶ月後には、附若

した面積が18cm2(約1.5寸平方)に達し、完全に成熟するのに約3ヶ月を
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要し、 6月より附若し始め、 7月中iL最も多く、 8月には、殆んどなくなる

という扶況で、附着する色は、他のコケムジと全く異って、白いものに多

かった。

oMawatari， S. :_J951， •• Qn Tricellaria occidentalis (Tr.<l~1<.)1_ ()ne of 

the Fouling Bryozoans in Japan. 

馬渡静夫:汚損苔虫の一種ホソフサコケムνについて

(資源科学研究所禁報第22号)

各発生回数に於ける月別発育状況 (高さmm)

月 月 第 l回 第 2回 第 3悶 第 4回 第 5回 第6問

上

4 中 。
下 3 

上 6 
5 中 7 

下 10 。
上 12 3 

6 中 15 7.5 。
下 18 11 4 

ーと 20 16 8.5 。
7 中 23 21 10 4.5 

下 お 15 7 。
上 27 18 12 3 

8 中 20 16 7 
下 25 22.5 10 。
上 28.5 τl 13 2 

9 中 16 4 
下 18 7 

上 20 8 
10 中 22 10 

下 24 12 

と 14 
11 中 16 

下

(大線の期間が最も多い)

ホソフサコケムνは汚白色又は淡褐色の叢;伏群体をなして普通に見られ

る。幼生は 3-12時間遊泳後、附着して壷欣初室となり、 1週間内に分岐

型となり、 3週間で5-6mm高の扇肢になる。 6週間で成熟し、 6月から附
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着を始め、 7月上句に最も多く、 9月上匂に少くなる。又、夏期に見られる

成体の発生時期は下の通りであるo (編者註:ある時期のコケムνの高さ

を計る事により、それの発生した時期が判る。乃ち、夏のついてもらって

は因る時期から逆算して、発生時期を調べ、その時期に何等かの封策を講

ずるという事になる。)

OMawatari， S.， Hirosaki， y.， Kobayashi， S. : 1954. 

Settlement and Growth of Acorn Barnacl~， 

Balanus amphitrite communis Darwin. .. L 11. 

馬渡静夫、広崎芳次、小林純子:ナラナブジツボの附着と生長

(資源科学研究所繋報第33.34号)

真珠養1"1立に用いる諸資材を汚損する生物中、最も甚しい害を及ぼすサラサ

ブジツボについて、 1952年 6月より 1ヶ年間研究をした結果、この動物は

5~10 月に現れるが、その85%は7 月 1 El ~20日の短期間に附若し終り、附蒼

戸は1.5mより 3m?の方が多い。附j昔する色は燈、緑色に多く、黄、育、

白に少かった。生長は、 7月中匂が最も速く、(10日間で直径7mm)熱帯地

方の生長とほ Y同じ位であり、 6月の約20倍、 8、9月の約7倍の速さである。

又1ヶ月間では直掻13mmになり、やはり、 7月が大きいが、 3ヶ月間では、

17mmにもなり、 9~11 月のものが最大で応る。 6ヶ月では19mmになって、

ナラナブジツボの生長限界であろう。コパーペント(酸化銅を含んだペイ

ント)をぬった場合、附着は比較的少く、この効力は、 3ヶ月間確実である。

(編者誌 最も大敵たるサラサフジツボの附着防止には、附蒼期間(7月1日

~20日)以前に (6 月中、下旬)ゴパーペイントをぬる事が考えられるが、アコ

ヤガイに1討するコパーペイントの影響を調べねばならぬ。又附蒼時期に、

浅吊りする事が好いのであるが、高水温に普Jする影響も吟味した上、実施

せねばならない。)

O~awatari ， S.， Kobavashi， S. 1954 

Seasonal Settlement of Animal Fouling 

Organisms in Ago Bay， Middle Part of Japan. 1. If. 

馬渡静犬、小林純子:英虞湾に於る附着動物の季節j首長

(資源科学研究所葉報第35、36号)

英虞湾浜島町に於いて、 1952~1953年に行った附着生物の季節的消長の結

果は、黒い試験板を1.5mに垂下した時は、 7月上、中句につくサラナフジ

ツボは全生物の7割を占め、 9月下~10月上匂の20 日聞につくワズマキゴカ

イは同じく9割7分を占め、この40日間で1年間につく総数の約6割がついて

いる。(註、附着の最盛期は夏、秋の2回であり、この時期に如何なる針策を

とるかを検討せねばならぬ。)試験板の附芳朕況から見ると、 l平方米あ
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たり年間 l∞万の生物がつく事になり、如何に附着物が大ぎな被害を与・え

るかが判る。

夏期に多いのは、サラナブジツボ、ムラサキイガイ、クダコケムν、チ

ゴケムνであり、秋期に多いのはクズマキゴカイ、カサネカンザν、ブナ

コケム乙/である。冬から春にかけての水温の低い時には、アカイタボヤ、

ネンエキボヤが多く附落する事は特徴的であるO 水深1.5mと3mとを較べ

ると殆んど変化はないが、クズマキゴカイ、フサコケムν、クダコケムν、

アコヤガイは浅い方に多い傾向を示す。(編者註、夏に多いナラサブジツ

ボは浅い方が少ないが、上記のものは逆に多くなっているO しかし、夏期

に多いものは、クダコケムν丈であるから、どちらかと言えばブジツボの

害をさけるために浅吊りする方が好いのではないか。)

色彩にi討する変化は、赤、澄、緑、黒に多く、白に著しく少い事は明ら

かである。

水温変化に封する附若は lr~220Cに於いて多い事が 'I'IJった。

cMawatari， S. 19弘:On Watersipora cucullata (Busk). I. J!. 

馬渡静夫:チゴケムνについて (資源科学研究所業報第25.28号)

チゴケムジは我国沿岸に;甑めて普通の汚損苔虫で、養嫡資材に大害を与え

るO これは従来Schizoporellaoenochrosと呼ばれていたが、 Watersipora

cucullataと改めるべきで、幼虫l土体腔内の育喪中で成育して母体が衰え

た後泳ぎ出す。 5 月 ~ll 月に附着するが、 7、8 月中が最も多く 4-5週間で成

熟するために 1年聞に4~5世代を経過する。

C 安静夫、井と義雄、長谷川二彦、小林純子、 1953.

EZ珠養猶資材の防汚に関する研究(第昨日)

序説並に夏季に於ける汚損 (三重県水産試験場研究報告第5号)

1952年より浜島町地先で行われた実験によれば6月は、春から夏えの移行

を/Jミし、ヲズマキゴカイ、ナゴケムν、スエヒロクダコケムν、キクイタ

ボヤはこの月で附j昔が終っている。

7月は典型的な夏型であり、特にナラナブジツボは圧倒的に優勢で全体

の約半分に当る。アコヤガイ、 トグヒラコケムν、ムラナキイガイの出現

も特徴である。

8月は、 7月より附着数が激減する。乃ち秋えの移行である。水深の問題

では1.5と3mの聞に於いては大差が認められぬ。浅い方に多い傾向を示す

ものは、カナネカンザi/、ワズマキゴカイ、スエヒロクダコケム乙/、キク

イタボヤ、アコヤガイである。サラサブジツボは 3mの方に多かった。

ハ
ペ
叫



色に封する影響は、全体としては赤、授、緑、黒が多く、育と白は少

なかった。

各々について記せば

種類
色

赤 燈 緑 紺 育 黄

サヲサアジツポ + + + + 
カサネカンガシ + + ム ム + ム

+ + + + 
チゴケムジ + + ム ム ム ム
トゲヒラコケムシ ム ム ム ム ム ム
アサコケムシ ム ム ム ム ム
アコヤカ。イ ム ム + ム ム
端 脚 類 ム ム + ム + 
"'"クイタボヤ ム 十 + 十 ム
アカイ F ポヤ ム ム ム

+ 3 5 5 3 l 2 
計 ム 6 4 4 5 6 5 

1 l 1 2 3 3 

(註 +・H ・H ・..多い ム………中間一……・・少い)

O河原辰夫:1958， 基盤の色と付着動物との関係

白

+ 

ム

ム

l 
2 
7 

(研究会質問に封する解答文より)

黒 紫

+ + 
+ ム
+ + 
+ 

ム
+ 
ム + 
十 ム
+ ム
+ ム

8 3 
1 5 
l 2 

1. 光に釣する動物の感覚は①光の波長を質的に区別する色覚と②明暗だけを

区別できる単なる光覚とに大別することができると思う。

2. 光の波長の相違に封して異った反応を示すことは①の色覚をもった動物ば

かりでなく②の光覚を持った動物にもできます。それは、光として感じ得る

波長は夫々の動物によって一定範囲に限られておりますが、その範囲内でも

強く感覚される波長(明るく感じる部分)と弱く感覚される波長(暗く感じる

部分)とがあります。従って、感覚できる範閤内の特別な波長を白分の最も好

ましい明るさとして、その部分だけに反応することができる訳です。

3. この様に考えますと、何オングストロームの光に封して反応するという表

現は正しいのですが、何色に釣して反応するという表現は必ずしも正しくな

いことが判ります。

4. 果して①の色覚であるかどうかということに針しては別の実験が必要です。

簡単な例を申しますと、黒から白に至る種々の段階の灰色の紙片の一系列を

作り、それらの問に種々の色の紙片を混在させて動物の反応を見ます。する

と、その内の特定の色と同じ明るさの灰色が別にある筈ですから、その灰色

の方には反応せずに特定の色の方だけに反応する場合は、始めて色覚をもっ

ているということが結論できます。すなわち明るさに関係なく色を区別した

訳です。
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5. 下等な動物ではタコ、ヤドカリ、ミジンゴなどである程度の色覚、があること

が知られていますが、色覚は非常に高等な感覚ですから、更に単純な構造の

附着動物の幼生の場合は殆んど存在しない?ごろうと考えます。

6. 以上を平易に結論しますと、波長の相違に封する反応を研究することはよ

い事ですが、その結果について、動物が色を識別して、特定の色に反応した

と、単純に考えたり、表現したりしてはいけないということになります。

。山口正男:1955，アコヤガイの養殖とその烹珠 (水産増殖叢書第9号)

ブジツボの附着戸は 1-2mである。アコヤガイの稚貝はカキと同様表戸よ

り2m迄であるから、なるべく浅く吊った方がよい。ブジツボは、アコヤ

ガイより高齢水を好む。コケムνは外洋水を直接受ける様な地点に多い。

泥質の場所は原生動物の繁織が盛んで、これらによる彼害をうける。三重

県沿海で藤凶式金網寵(民さ75、巾60、日合4cm)の中戸吊養成では、 100f回

収容(坪当700余個)の場合が雑藻、雑生物の蒼生が少し生長体重増加も

最良好。貝に雑多なものが附澄し、成長を害したり、はては死滅させたり、

冥珠質分泌を遅らせたりするのを防ぐためには貝掃除を年4回以上行う必

要があるO 貝掃除というのは小万様のもので各貝毎に貝殻上の附着物を除

いてやる事で、この時に、新らしい箆に変えるのである。アコヤガイの害敵

には異常環境と食害があり、其の他として、ホヤ、カキ、フジツボ、海綿

虫、寄生虫、フナコケムν、雑藻類が考えられる。

(1)ホヤ:直接被害はないが、貝の開殻を阻害する場合があり、アゴヤ

ガイが死亡する場合も稀でない。晩春から夏にかけて著しく繁殖する。

(2)カキ:貝の蝶番に附若し、開聞をさまたげ、賂死させる場合がある。

主として貝の成長を阻害する場合が多い。 6、7、8月が盛んである。

(3) プジツボ:カキ同様、貝殻の外部に附若し、間接に影響するもので、

このF付着期は、秋9-10月が多い様で、貝の成長を害する。ブジツボ

は、 4月と句より、 11月中旬迄、乃ち水漏lOOC以上の季節に発生し、

6月中旬より 9月末迄の問、水温200C以上の時がもっとも繁殖力旺盛

で、 10月以降は急激に繁殖力がおとろえる。約160C以上が産卵の適

温である。(以上害敵に封しては度々貝を掃除する事によって駆除し

ている。)

(4) 穿孔海綿:貝殻に穿孔し腐蝕するもので、手術の際、貝殻がわれた

り、開設筋が貝から離れたりする。

(5) フサコケムi/:繁殖期は、通常4月から11月の間でことに夏期より

初秋にかけて、もっとも旺盛である。晩秋に至つては急激に衰え始め、

初冬には殆んど枯死する。しかし水温 250C以上の真夏には幼虫の間

着は少しとだえ、 i凌海て子大の始めに附着したものは冬の内に於いても
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成長し、早春になって急激に繁摘する。

これは、アコヤガイに釣して直接の害を及ぼさぬが、金網寵の目をふ

さぐ事によって貝の成長を害する。

(6)白蓮宣生主:セノレカリヤの一種 Bucephalusmargaritae Ozaki 

and Ishibashiは真珠形成に害を与えるものである。

セノレカリアは当初J肝臓並びに生殖巣等に寄生繁殖し症朕進むにつれ、

軟体部全般に寄生する。そして寄生された部分は黄色を呈して来るの

で、俗に「黄貝Jと呼んでいる。

(7)雑藻類:いろいろあるが、特にミノレは晩春から6-7月ごろ配偶子が

成熟し、生殖して、初秋lこもっとも多く見られる。ミノレは生育上、多

量の石灰を吸収するので、それ丈アコヤガイの成育を弱める結果とな

る。

0国立真珠研究所:1955， 真珠養般に関するνムポジューム記録

();'[，珠研究第 l号)

(小林万作):貝掃除の際、はさき迄出刃がか Lってよいのかどうか、貝が栄

養をとる時、アンコワの様に入って来るものをとるのか、或いは、はさ

き附近にとまったものを吸い込むのかどちらか。後者なら、はさきを取

ってはいけない事になる。

(松井佳一):昔の事だが、プランスではカキの掃除では、はさきをとれば身

入りがよくなるといわれた。珠を入れたものでは、貝殻をのばさないで、

中に蓄積させた方がよいと思う。

(小 林):所が、はさきをあまり痛めたのは珠がよくならない。

(尾回方セ):附若生物防止について、馬渡さん願います。

(馬渡静犬):実験を始めて l年しかたっていないので、結論l土申しあげられ

ぬが、防止法は今迄主として船底の方をやっているので毒物を使うこと

に重点、がおかれているが、真珠の場合は毒物をなるべく使わないという

考えで、物混的な面も入って来るが、まだ話せる丈の結果は得ていない。

(尾 田):金網婦除と、コーノレターノレ染めは養殖作業中の相当の労力を要す

る仕事であるから、附若生物の防止は考えねばならぬ。ビニーノレの寵は、

この問題解決の一つの案であるO 貝掃除については、 7月初旬のブジツ

ボ附蒼の時期をはづす事が一番大切である。附着生物の発生時期を調査

して掃除の時期を按配する事が出来れば、掃除の回数を減らす事が出来

る。

(小 林):その点から、高山さん(国立真珠研究所)の所で稚貝の発生の時

期を報告しているし、その時、他のフジツボ、カキの発生をやってもら

ったらと思う。
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現在、 32万人の延人員を使っているが、合理化され Lば経費の整理が出

来る。

(馬 渡): 1年の結果だから簡単にいえぬが、附着生物と附着時期の問題は

比較的簡単である。黒色につき易い事は世界共通の結果で、昨年の結果

でもそうであった。

ビニーノレを使うのにも黒でないのを使うと少くなる。浜島地先では、7月

中匂位にブジツボがつく。っき始めは 5月始であるO っく偲体の 8割は

7月1日-20日の間である。故にその時期以後に掃除をすればよい。更に

被害の多いものは、群体性ホヤで冬、他の生物のあまり出ない所にも繁

殖が盛んであるO

(尾 関):附蒼生物をきらう訳だが、多い場所ほど貝の成長がよい。

(;'苦言 kll) :ベニコチヨクガイ※が移入されているが、雑種の出来るのを恐れ

る。神明、波切にベニコチョウの採市が多い。かなりの勢で、繁磁している。

(小 林):各湾の動植物の賀、量的調査をして欲しい。ミノレが減った時には

貝も減る。

(高 山):海棲動物の変化は、現在の海洋調査ではわからない変化によるの

で

業こ Lで言うペニコチヨクガイとは、鹿児島県甑烏の「ナマコ池」に

多数繁殖した、アコヤガイ近似穏を指すもので、 i母民不足の 1950年頃に

大量母貝として移殖されたが、この貝は、殻質が悪く、大きさもや L小

さく、成長も悪く、出来る玄珠の品質も悪いので、大問題になったので

ある。

しかしこのタイプの貝は、相模湾以南の海に棲息し、外洋性の貝であ

るので発見されf縫い丈で熱帯系の貝ではない。所が従来迄ベニコチヨワ

ガイの学名(世界共通の名前)は、 Pinctadafucataと称していたが、

オーストラリアの fucataを見ると、日本のベニコチヨク型もあり、アコ

ヤガイ裂もあって、区別されてあらず、オーストラリアの有名な哀珠民

学者のJ.S. Hynd氏の見解(事者宛の通信による)も、アコヤガイと

ベニコチヨクガイは、同種異名(乙/ノニム)であろうとの事である。

更に、和名ベニコチヨクの由来は、この脅耳島の貝で騒がれる以前は、

奄美大島、小笠原群島産のアコヤガイに似た赤味を帯びた深味のある立

派な貝である所から来たものであろうし、そう多いものではなかった。

以上の点からこの設五島の貝にベニゴチヨクガイの名をを与える事は、

不適当と思われ、 P.fucata は恐らくアコヤガイの外洋型として亜種(ア

コヤガイとほ Y同一による)になろうし、問題の貝は、コνキガイとし

てでも取扱った方が正しいと考える (編者註)。
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Ol11口一登、太田繁、片悶清次、 1956. 真珠母貝の成長に関する研究

1. 養殖寵の収容密度及び貝掃除の回数が成長に及ぼす影響について

(国立真珠研究所報告1.)

養殖寵の収容数20個乃至 l∞個の間では、収容数の多少によって成長に症

は認められない。

貝掃除の回数と母貝の成長との関係は、殻長と厚さには認められぬが、蝶

番線長に於ては、全く行わないものは行ったものより成長がわるい。

(但し、貝掃除を行わないものも龍丈は月l回とりかえている)乃ち、収容

数と貝掃除の回数とに関しては一般に考えられている程差が認められない。

O河原辰夫、 1954 附着生物に見られる生態現象の解析

豆、集団における成熟現象

(第25回動物学会大会発表、動物学雑誌第63巻第11.12-¥子)

時間、イ国体数、生長度により立体座標を構成すれば、生態現象の解析図止

が出来るが、成熟現象をあてはめてみると、フサコケムν(Bugulameriti-

na)の群体では、卵室ができる迄の期間が、盛夏に近くHi着したもの程程

かくなるO

そして、この成熟現象の移推を、解析図、上に表現する事が出来、任意の

時期の成熟眠態は、時間的な断面で知る事が出来る。

(編者註:各附着生物匁に立体的な図が出来れば繁殖時期、成熟!伏態が判

るので、附清防止にも役立つものであろう。)

C河原辰夫、 1955.: ~fj 着動物の詳集に見られる生態現象の解析・

I、組成種の消滅)伏態における顕著2担

(動物学雑誌第64巻第3号)

天平では4月に入るとフサゴケムジが少しづ L附若してくるが、本格的な

活動は5月に始まり、 6月になると早く附澄した群体は成熟して、附着数は

加速度的に増加する。そして成長して数cmの厚さに基底を覆う。 7月中匂

になると難死して、基底から脱落する。これは水温が 260~270C~ 越えて

環境が不適当になるためと考える。又、 νロボヤはフサコケムジが脱落し

た後に成長し、 8月中旬には全く νロボヤの群集に変った。そして、 10月

になると楽死して脱落を始めるが、フサコケムνの様に、一斉に起らず、

又厳冬にも発育しているものもあるので水温による命1]約も考えられない。

以上の消滅現象を解析図に現わすと、二つの型があるO

第 l型:不良環境に逢った時には、老若を関わず一斉に死滅する。(外

因又は環境因型の消滅)

第2担:生物の個体が生れて死ぬ迄の寿命は、原則的には稜によって
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一定の限界があり、この様なものは古いものから次第に消滅してい

く。乃ち老滅の為に生活能力を失っていった場合に現われる。(内

因型又は生態因型の消滅)

。馬渡静夫:1953. チゴケムνに就いて

(第23回動物学会大会発表、動物学雑誌第62巻第3.4号)

亙珠養殖龍、船底等を汚損して相当の害を与えるチゴケムνは従来、 Schi-

jzoporella oenochros Ortmann， 1890として広く知られていたが、濠洲南

米の標本を調べた所、 Watersiporacucul1ata (Busk) 1854とすべきであ

る事が判った。

C丸川久俊:1925.海をひらく (仁川堂発行)

25.穿孔動物

岩石に穴をあける海藻の一種は又、カキの殻聞に7菅生して、遂に奨死せし

むる事があるO

カキの被害にはこの他にブジツボや蛸虫が附荒して寄を当えているO

各種の穿孔動物の害を除くために木村では防虫剤を浸潤させるO コールタ

ーノレ及び硫酸銅 (CUS04)を混合したペンキを塗布した場合、傷が出来な

ければ効果は大きい。

銅は全ての生物に到して有毒?ごから、生物の発生を防ぐのにはよい。枇素

を混合した塗料を使用した人もあるが、クレオソートの方が効果がある。

OA. R. Cahn : 1949. Pearl Culture in Japan 

(G. H.__Q. Nat1，1!~~~llrces___~~c:tion. Rep. No.122) 

A.R.カーン.日本に於ける J~珠養殖

(G. H. Q.天然資諒局報告第122号)

生物的な害敵の内ブジツボ類は貝の蝶番線附近に間J苦して、貝殻の開閉を

阻害し、成長をわるくして姥死に至らしめる。このブジヅボには次の4つ

の種類が多い。ナラサブジツボ (Balanusamphitrite communis Darw-

in)， i/ロスジブジツボ (B.a. albicostatus Pilsbry)，サンカクフジヅボ(B.

trigonus Darwin)，アカブジツボ(B.tintinnabulum rosa Pilsbry)，又カ

キの穏類、海綿の一種 (Rhizomulgulajaponica)もフジアボと同じ様な

方法で害を及ぼす。海藻類のミノレ (Codium mamillosum， C. puguilifo・

rmis， C. mucronatum， C. contractum， C. cylindricum) も、貝や養殖

寵に間接的附遣をして、成長を阻害して大きな被害を及ぼしている。

この附岩物は、餌料の流入をさまたげるので、季節的な貝掃除が唯一の害

敵に封する防禦となるO

0三重水試: 真珠養殖関係資料(増補分)

アコヤガイ稚貝の附着戸は、試験附蒼器で前後2回調査した所によれば、
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冥珠貝とカキは殆んど同じ戸で表戸より 6尺まで、プジヅポはや L深く

4-6尺の間にあった。従つてなるべく浅くつった方がいいが採苗期聞は急

激に水温、比重の変化する9、10月にまたがっているため、表戸に近い程そ

の影響をうけるので注意が必要である。

ブジツボは翼珠貝よりも麟い水を好み、カキは巽珠貝よりも淡い水を好む。

従ってブジツボの害をさけるには極端に底に附着器を入れぬ事、又、あま

り外洋水の影響をうける所を避ける事が必要である。(外洋水を直接うけ

る所はコケムνの繁殖が多い)底質では泥質の所は好ましくない。こんな

所では原生動物の被害をうける。泥質の潮流の遅い所ではホトトギスとい

う小ざい二枚貝が附斎する。

カキ筏との関係は、カキはアコヤガイの幼虫を非常によく食するのでその

附近はざける。

カキとブジツボの水深差による ~ft澄量(附斎器はアワビ貝殻)

カ キ アジツポ カ キ ブジヅオ〈

水深 表 裏 表 裏 水 深 表 裏

0.5m 23 64 56 132 0.5m 35 。104 。
1.0 67 64 2回 114 1.0 40 4 279 56 
1.5 87 50 137 68 1.5 53 14 222 47 
2.0 94 59 59 7 2.0 47 27 278 54 
3.0 8 15 7 2 3.0 39 23 60 90 
5.0 8 7 5 11 5.0 28 17 76 6 

(6月19臼投入、7月1日取携) (6月25日投入、 7月7臼取揚)

|原稿募集|

会報は会員の皆様によって作られるものであり、広く一般業界の方々の研

究結果や、経験談を御投稿下されん:事を.ク

原稿〆切は毎月 10日 哀珠会館内編輯局へ

内容について制限はありませんO

ーム

' ーー

グ ラフ教室 (1)

真珠養殖もだんだんと科学的なものが導入せられ、己え良、発展に努力が加えら

れているが、養強部門の人間と喰も、生産された珠の処理過程や消費過程を知る

事が大切で、あり、生産も流通面とマッチしたものでなければならず、その母、か

ら、今月号より資料を遂次掲載して難解な統計を判りやすく紹介する事にしまし

7こ。
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附着物、貝掃除について

1月研究発表会の当日、上記のテーマ

によってアンケートを行いましたがや L

資料が少いので、確実ではありませんが、

参考として集計し判りやすくグラフで表

す事にしました。

この問題は非常に重要な事であり、も

っと多くの方々の意見をや知識を戴いて

より立派な資料にしたいと思いますので

今後も同じ項目について報告下されしん事

を望んでおります。 (編輯周)
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30年、 31年に於ける輸出業者の規模

東京.神戸の比較

人
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27年より 32年迄の輸出実績(税関調査)

斜線部分は Lowgrade 
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英虞湾の概況
水温は前月観測から見ると急激

な下降を示しているが、昨年同

期に比べると各iUU，s(共20C前後

高温で湾口、湾奥の差がほとん

ど見られず 140C合の水平分布

を示している。

塩素量は前月鵜方地区において

かなりの低下を見たが、その後

回捜して各測点 18.50%0で安定

して来ているO

酸素量はと戸下戸ともに飽和j伏

態にあり水素イオン濃度は前月

より梢々高い日である。

プラグントシ沈澱量は例年並で

組成は Skeletonema.costatus 

が優勢を経めこれに Ch，affin-

is Ch， didymusの共存が見ら

れる。

地 点、

地 名

時 衷Ij

Om 
71<. 温 2m 

。C 5m 
B 

Om 
塩素量 2m 

%。 5m 
B 

溶 Om 

酸
存 2m 
量:

5m 
cclL B 

素

飽 Om 
辛口 2m 

量 度 5m 
% B 

Om 

P. H 
2m 
5m 

1 B 

Plankton沈澱蚤
ccjm3 

水 深ロ1

水 色

透 明 度m 

波 浪 ウ ネ リ

気 温し色。

風 向 カ
トーー

聖ニZ晋有 量

夫 気

英 虞湾観測表

l 2 3 4 5 

一一
浜 島 迫 子 矢 取 I~ 口 越 賀

9. 10 9.訂 9.42 9.53 10.31 

14.2 14.3 14.6 15.0 14.8 
14.1 14.4 14.7 15.1 14.7 
14.2 14.4 15.0 15.2 14.9 
14.0 14.7 15.1 15.2 15.0 

18.印 18.47 18.62 18.73 18.58 
]8.田 18.48 18.62 18.67 18.出

18.49 18.52 18.66 18.68 18.60 
18.48 18.55 18. 77 18.77 18.66 

5.65 5.80 5.邸

5.71 5.部 も.87
5.59 6.14 5.81 
5.57 5. 52 5.部

94.6 97.5 99.8 
95.2 98.5 99.7 
93.2 103.2 98.6 
92.8 92.8 101.5 

8.2 8.25 8.3 
8.2 8.3 8.3 
8. 2 8.3 8.3 
8.25 8.3 8.2 

17.6 30.8 22.0 お.4 7.9 

11. 2 15.0 8.0 18.0 30.0 

7 6 6 5 7 

7.8 9.5 8.0 8.0 8.2 

1-0 2-0 3-0 3-0 3-0 

11.9 11.3 10.6 10.7 10.8 

W-2 W-3 W-3 W-3 W-3 

2 7 7 2 

B B C B C B 

1957年12月10日施行 三重県水産試験場

6 ? 8 9 10 11 12 13 14 

間 由時 四 ツ島 布施回 片 田 立 神 神 明 準高 方 多 徳 奥神明

10.46 11.06 11.16 11.32 13.凶 13.55 14.15 14.33 13. 37 

14.7 14.0 14.8 13.9 13.7 14.5 14.6 14.4 14.7 
14.7 14.0 14.9 13.8 13.8 14.5 14.6 14.5 14.8 
14.8 J3.8 14.9 13.9 13.8 14.6 14.7 14.4 14.8 
14.9 13.8 14.9 13.9 13.8 14.4 14.6 14.7 

18.47 18.36 18.29 18.21 18. 11 18.41 18.38 18.41 18.41 
18.50 18.41 18.27 18. 23 18.06 18.43 18.38 18.41 18.41 
18.50 18.41 18.34 18.19 18.11 18.41 18.44 18.41 18.37 
18.58 18.36 18.24 18.26 18.15 18.45 18.46 18.50 

5.70 5.93 6.04 6.07 6.08 5.但 l 5.89 
5.81 6.04 6.13 5.80 5.95 5.84 5.97 
5.82 5.87 6.08 6.10 5.93 5. 75 5.90 
5.75 5.92 5.87 6.10 5.91 5.64 5.78 

95.8 100.0 100.0 99.5 102.2 97.8 99.0 
97.6 101.9 101.5 96.0 l∞.0 98.2 1∞.3 
98.8 99.7 100.7 101.0 99. 7 96.6 99.2 
97.6 99.8 97.2 101.0 99.3 94.8 9ワ.1

8.3 8.3 8.3 8.25 8.25 8.25 8. 3 
8.3 8.3 8.25 8.25 8.25 8.3 8.3 
8.3 8.3 8.3 8.2 8.25 8.3 8.25 
8.2 8.3 8.25 8.2 8.25 8.25 8.2 山一一】一一一品』
36.2 44.0 30.8 43.1 15.8 28.2 32.1 36. 2 36.2 

17.7 山 20.5 日 oI 7.0 i 7.0 日泊 5

7 7 8 8 6 8 8 6 7 
一一一一一一 一一一一一一一一一一 一 』一一

6.5 6. 3 I 6. 3 I 5. 5 I B T I 6. 5 I 7. 0 I 6. 5 B T 

2-0 2-0 I 3-0 I 1--0 i 2-0 I 1-0 I 2-0 I 3-0 I 2-0 

11.0 
一一一一一一一 一 一一一一一

W-3 W-3 I W-3 I W-2 I W-3 I W-1 I W-3 I W-4 I W-3 

3 3 3 2 6 2 3 812  

B C 二口一γいi3C1--己「同



。五ケ所湾の概況

水温は英虞湾より湾[コで

ZOC?巧奥でlOCそれぞれ

高温を示している。

塩素量は外洋71<.の影響で

湾口部は梢々高いが英虞

湾と大差はない。

プランクトシ沈澱量は湾

口は湾中央に比べて極少

で組成は Ch，curvisetus 

が優勢で、 Skeletonema

costatus. Asterionella Ja 

ponicaが共有している。

五ケ所湾観測表

士也 』点 101 102 

土也 名 湾 口 宿

rlc年 刻 9.40 10.00 

o m 17.4 17.3 
7.K. 温 2 m 17.5 17.3 

。c 5 m 17.5 17.2 

B 17.4 16.9 

o m 18.97 18.94 
塩素量 2m! 18.96 18.94 

。%0 5 m 18.94 18.95 
B 18.93 18.92 

7' ランクトン
9. 7 沈澱重量 cc/m3 

深 20く 22.0 
m 

i.K. 色 5 5 

透 J珂 度 17.0 15.5 
m 

波浪ウネリ 2-0 1-0 

￡ヌ~
温。c 13.2 12.8 

風 向 カ NW-2 NW-1 

聖ニz霊k 量 。 。
天 気 B 日

1957年12月11日施行 (三重県水産試験場)

103 104 105 106 107 

追 間 内 瀬!船 越 五ヶ所 神 原

10. 22 10.37 10.55 11.10 11.25 

15.4 15.3 15.9 15.3 15.2 

15.3 15.4 15.7 15.3 15.5 

15. 3 15.4 15.5 15.4 15.2 

15.2 15.2 15.3 15.2 15.2 

18.64 18.54 18.72 18.61 18.36 

18.64 18.61 18. 72 18.64 18. 60 

18.63 18.64 18.68 18.64 18.日

18.64 18.65 18.68 18.64 18.64 

24.6 9.7 

19.2 17.8 16.0 17.3 19.0 

6 6 6 6 6 

9. 9 8.3 8.0 8.0 9.5 

1-0 1-0 0-0 1-0 1-0 

14.0 13.6 13.6 15.0 14.6 

NW一一l N-1 0-0 S-l NW-1 

。 。 。 l l 

B B B B B 



|会報|
1. 1月研究発表会

本年始めての発表会は、 l月23日午前10時より伊勢市真珠会館3階に於いて

行われた。今回は第2期に入った基礎研究グループ例会に於いて、取り上げ

られた。海中附着物及び貝掃除の問題が非常に重要な又研究価値の為る所か

ら、この問題を中心に行われた。

講 演

(1) 全国真珠養殖漁業協間組合の集荷現況について

全国真珠漁協常任監事安 田 勝 己氏

(2) 海中附蒼生物の種類について

県立三重大学水産学部助教授河 原 辰 夫氏

(3) アコヤ貝の成民及び真珠の品質に及ぼす貝掃除の影響

国立巽珠研究所技官丹 下 乎氏

講演後、会報に記した如く、一般の討論が行われ、アンケートが集められ午

後4時間会した。

研究会出席者

県立三重大学:岡田

国立異珠研究所:高山、町井、丹下

水産研究会:浅野

水産試験場:柴原

待!l木本莫珠:大川、回中、井村、西尾

覚田真珠:佐々木

富士真珠:笹原、茶木、山川、岨野

共栄水産堤

佐藤真珠:阿山

的矢研究所:佐藤

大月 真珠:青野

帝国真珠:橋本、橋本、島野

井上物産:倉田

浜島 組合 :谷 水

南勢真珠:松崎、谷口

山 勝 真 珠 坂 上 、 恨 本

極東真珠:谷口外4名

山本 真珠 :山 本

Jt田中学校:茶木

-43-



抑(*~)+!)、藤田、西崎(鵜方)、南、山本、幸 lB 、林、

幸田、精)11、岩城(五ケ所)大畑、浜口、辻本、片出、

北村、中村、浜地、竹内、磯崎(南海)上野(船越)

研 究 会;中村、横瀬、山本(文)、永井、佐藤

漁 協:安田、阿部、白井

2. 1月恭礎研究グループ例会

第2期に入った基礎研究グノレープ例会第11日は 1月16BVG珠会館21絡に於い

て行われた。

議題 (l)水中附斎生物について

県立三重大学水産学部助教授河 原 辰 夫氏

学会の研究発表を忠わせる詳細な説明の後、程々の;宮、見、質問がお

された。

(2) 研究養子直についての検討及計画

国立真珠研究所技官 丹 f 手氏

この研究養殖には県庁水産課も加わっており、未亡詳細の打ち合せ

が行われていず又、国研、高山所長も上京中との事で、単なる

説明に終った。唯設置地点をなるべく現在の海洋観iIW~1I'Jに合わせて

作ってもらう事になった。

(3) アコヤガイ及びイケチヨクガイの外套j民に於けるCaの分布

県立三重大学水産学部辻 ヂ[ 禎氏

この方面の専門家である辻井氏の新らしい街]研究の一端を写頁によ

って紹介された。 2月の例会には佐藤忠男氏にお願いする事にして

午後4時間会した。

出席者 県立三重大学水産学部:河原、辻井

国立 f~t 珠研究所:丹下、沢田、谷口

水 高 校:都築

移P 木 弓ヌ 真 珠:大)11、績)毛

自ヲ 矢 ItJ干 ラモ 所:佐

土ノと、 オ白込ミん: 水 産:山本

7]( liJf クプ官L 会:渡辺

f~ 口E 土- :莫 珠:青木、茶木

帝 国 真 珠:橋本

はi 勝 真 珠:坂上、根本

田畑(布施回)加藤(立神)

研 Jーt 会:山本(文 )

漁 協:白井:
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|雑報|

研究資料交換について

研究会では毎月発行している会報を、真珠に関係のある大学や研究所、水産試

験場等に寄贈しておりますが、今後、種々の資料を集めて、紹介したり、文献

の調査等をする予定ですので、各種の刊行物と御交換戴き度く、この欄を借り

て、お願い申し上げます。

(寄贈先)

水産庁漁業調整二課

国立哀珠研究所

国立冥珠研究所大村支所

東京真珠検査場

神戸巽珠検査場

北海道大学水産学部 (田村正、小林新二郎)

東北大学農学部水産学科 (今井丈夫)

東北大学女}!j水産実験所 (酒井誠一)

東北大学理学部動物学科 (山本護太郎)

東北大学浅虫臨海実験所

東京水産大学増嫡学科 (稲葉伝三郎、宇野寛)

三重県立大学水産ー学部 (岡田粥一郎)

京都大学理学部動物学教室 (宮地伝三郎)

京都大学瀬戸臨海実験所

九州 大学農学部

鹿児島大学水産学部 (和田清治)

長崎大学水産学部

農林省水産講習所増殖学科 (吉国裕)

東海区水産研究所 (川名武、猪野峻)

内海区水産研究所

西海区水産研究所

西海区水産研究所有明支所 (田中禰太郎)

北海道区水産研究所 (木下虎一郎)

日本海区水産研究所

日本海区水産研究所香住支所 (伊藤勝千代)

資源科学研究所(潟渡静夫)
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日本真珠研究所(松井佳一)

三重県庁水産課

三重県水産試験場

三重県水産試験場尾鷲分場

三重県立水産学校

三重県莫珠協同組合連合会

三重県真珠貝養殖漁業協同組合

兵庫県庁水産課

和歌山県水産試験場

愛媛県水産試験場

穂、島県水産試験場

長崎県水産試験場

静岡県水法試験場

静岡県水産試験場浜名湖分場

神奈川県水産試験場

広島県水産試験場

熊 本県水産試験場

鹿児島県水産試験場

滋賀県水産試験場

山口県水産試験場

京都府水産試験場

福井県水産試験場

編 輯後 ロい
品目

'a

0今月から横書に改め、内容も豊富にし、真に業者の後に立つ会報にす

る様に努力致しました。

編輯局で考え得るには限度がありますので、いろいろの新しい企画等

について、遠慮なく教示下さい。

0今回の附着動物に関する討論や、アンクートの様に直接業者の方々の

戸が発表される事は誠に有意議な事で、特にその月の海の吠態や、貝

についての報告や、 1年間の結果に到する吟味等の短報を多くの方々

から寄せられん事を希望しております。 (S)
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